
【 防災訓練 】

　　　防災サイレンを合図に、近所に声かけして一時避難場所（各区の公園）に避難しましょう。

　１０月14日（日）　安芸灘付近を震源とする震度6強の地震が発生し、あさひが丘団地内の家屋が

倒壊し、多くの負傷者が発生。避難勧告が発令された。　という想定で訓練が開始されました。

　午前 9時、広島市行政防災無線による放送の呼びかけを合図に、各区が定めた一次避難場所

（各区の公園）に隣近所に声かけして避難。

　避難場所では、情報収集班の役員（各区の会長）が、避難者氏名、人数等確認。応急活動班員

（防犯組合役員）は、担当地域を見回りし家屋の倒壊の確認、逃げ遅れ住民など避難場所への誘導。

　この訓練で一時避難場所へ、合計1,683名（1区～18区）の団地住民が避難しました。



一次避難場所（各区の公園）に避難するあさひが丘団地住民。

 【 体験訓練 】

　一時避難場所への避難訓練終了後、午前10時より会場をあさひが丘近隣公園に移して

体験訓練（ＡＥＤ使用訓練、簡易担架づくり、簡易ベッドづくり、消火器訓練、ロープ結束、煙体験）

等を実施。

　広島市消防団のマスコットキャラクター「ひろピー」ちゃんも応援に来てくれました。

防災体験訓練会場（あさひが丘近隣公園）

ＡＥＤ使用訓練・・・高齢者も小学生も一生懸命勉強していました。



　簡易ベッド及び簡易トイレ

　　簡易ベッド、簡易トイレの組立、使用方法

　等の説明を受ける参加住民。

消火器訓練・・・初めての消火器うまく火が消せたかな。

　　　　ロープ結束体験

　　　　　何べんやってもうまいこといかんのー



煙　体　験

恐る恐る煙が充満している部屋へ

大きくなったら消防士になりたい

広島市消防団のマスコットキャラクターひろピーちゃんは人気者


